
日 本 の 点 字

第 31 号

目 次

点字！ これ僕のもの ………………………………… 渡辺 勇喜三 … １

点字楽譜表記の国際的な動きと2004年のスイス会議 … 加藤 俊和 … ４

点字ピアノ楽譜あれこれ ………………………………… 田中 禎一 … 10

点字関係文献目録（その10） ………………………………………………… 31

日本点字委員会総会報告 ……………………………………………………… 34

日本点字委員会会則 …………………………………………………………… 36

編集後記 ………………………………………………………………………… 39

2007年２月

日 本 点 字 委 員 会



- -1

点字！ これ僕のもの

渡辺 勇喜三日本点字委員会委員
ゆ き ぞう

１

戦争は負けて終わった。その15日前、1945(昭和20)年８月１日、私立八王子盲学

校は、アメリカ軍機の爆撃で、焼かれてしまった。僕は９月から行くべき学校がなく

なった。家にいて、田山花袋の中編小説『一兵卒』を兄たちに読んでもらいながら、

点字にした。その紙である。点字用紙は手に入らないので、厚紙ならば何にでも点字

を打った。紙の類も、食料も、燃料も、すべての物資は不足し、それが10年前後続い

た。空腹も寒さも辛かった。点字用紙については戦後しばらくして、ようやくザラ紙

（質の悪い紙）が出まわり始めた。昭和24～25年ごろの印刷物が今なお僕の本棚に残

っている。

そして、燃料不足である。これには悩まされた。何しろ冬の部屋は寒くて、点字

を読むことができない。僕が教育大の教員養成部を受験したのは、1956(昭和31)年３

月だった。その頃でも寄宿舎では夜の９時になると、火鉢の火は持ち去られてしまっ

た。そのあとは、机の上に首の曲がる電気スタンドをおき、電球で指を暖めながら読

んだ。

1952(昭和27)年９月、教育大附属盲学校の高等部２年・３年に在学していた12名

が被験者となり、日本大学心理学科の渡辺徹教授の指導のもと、松井新二郎氏が進め

ていた「冷房内における寒冷及び乾燥が触読の速度と正確度とに及ぼす影響の研究」

に協力・参加していた。場所は恵比寿駅前のビール工場（現、恵比寿ガーデンプレイ

ス）で気温は４～６度Ｃに調整されていた。外の気温は30度Ｃに近いのであるから温

度差を考慮して僕らは冬用の毛糸物などを何枚か重ね着していた。

触読した内容は、点字無意味100音節２組と有意味小学３年程度の100文節（国語

４組、社会３組、算数２組、理科２組）というものであった。

当日の気温は24～25度 だったが、実験室の４～６度Ｃとの温度差は明らかに誤C
字・脱字読みが増加する結果となった。
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僕は1958(昭和33)年４月、盛岡の岩手県立盲学校に赴任し、下宿生活を始めた。

ここでの冬の寒さは厳しかった。部屋にこたつはあるが、点字を読むにはまったく不

向きであった。紙の上に薄いビニールシートがかけられているような、あるいはハト

ロン封筒の上から点字の手紙を読むような触感に似ていた。その部屋は、窓の建て付

けが悪く、夜中に雪が吹き込み、掛け布団にうっすら積もるやら、サイダーはビンが

割れて、中身が凍ったままになっているというような具合だった。

２

加齢現象は運動能力も感覚能力も低下させる。僕は近頃、点字の読み書きに間違え

が多くなってきた。読んでいて特に⑤の点に弱点のあることがわかった 「こ」と。

「そ 「と」と「の」などを読み間違うのである。点字を速く、きれいに、正確に」、

読みたいといつも願ってきた。その方策を科学的に探求することもなく過ごしてきた

が、以下のようなことが大事だと感じている。

(1) 多読

速度を速めるためには、たくさん読むことが不可欠で、精神主義的に響くかも

知れないと思いながらもやはり言いたいことである。

(2) 寒い環境での訓練

触覚を向上させるということで考えてみたい。気温が13度Ｃ以下では触覚が鈍

くなると言われている。

(3) 指に油を塗る

若い頃点字競技会の読み方競技（速読みと朗読）の選手だった折、いろいろな

油類を指に塗ってみたが、結局顔をなでるのが一番良いようだと感じた。なお、

速読みとは与えられた原稿を１分間でできるだけ多く音読することであり、朗読

とは与えられた原稿をあらかじめ１分間下読みして、その後きれいに音読するこ

とである。

(4) 息づかい

きれいに読むには下読みをし、文章に乗って息づかいを間違えないようにする

ことと思っている。

(5) 指先を大切にする

刃物で傷つけたり、ガス火で火傷したりしないこと。また、冬は指を保護する

ために手袋をして乾燥を防ぎ、ものにあたって切れたりしないように注意するこ
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とである。

僕は、指が湿ると読みづらいと思っている 「点字ジャーナル」誌上にＭ氏が「初。

心者に点字読みを指導していて読みづらくなったときは手を洗うようにと話してい

る 」とあり、また松井新二郎氏のレポートにも「最も好適な触読の心理状況は入浴。

後と言われている 」とある。僕はこれらの見解に賛成しかねる。。

また、触読初心者の読みづらさが汗ばむことですべりが悪くなるからであるとすれ

ば、滑りやすくするために、不織布製の指サックを使って読ませてみるという早稲田

大学の藤本、土井、篠原氏らによる研究も行われている。しかし、この不織布製指サ

ックは長年点字を読んでいる人達には喜ばれないようである。

点字は幅広くまた奥深い要素を多く持っている。触読を速く、きれいに、正確に読

、 “ ” 。めるような科学的な 特に 生理学的な研究 がもっと進んでいくことを望んでいる
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点字楽譜表記の国際的な動きと2004年のスイス会議

― 国内では点字楽譜教育での扱いに配慮が必要 ―

加藤 俊和日本点字委員会点字楽譜担当

ブライユの点字楽譜考案と主な国際会議

３年後の2009年１月４日は16歳で世界の点字を考案したルイ・ブライユの生誕200

年に当たる。「世界中の視覚障害者に文字を与えたブライユ」は、視覚障害関係者に

とっては生誕250年のモーツァルトよりはるかに重要な意味を持つとも言える。

1825年に16歳の少年ブライユが最初に考案した点字が「文字」ではなかったこと

は、４年後に「言葉、音楽、そしてグレゴリオ聖歌を、点を使って書くための盲人用

の方法」 という解説書を著したことで知られているが、ブライユ点字の基本的な配＊1

列を見ても明確である。すなわち、上４点の組み合わせ15種類のうち触覚によって明

確に区別ができる10個の組み合わせ「 」を基本として、それにあいうるらえれりおろ

下位の２点の組み合わせによる４行を基本とした「ブライユの点字配列」が、２年間

の苦労のすえ指先の触覚に適した配列としてまず作られた。そのあとで「点字配列

表」の最初の部分に当時のフランス語のアルファベット25文字が機械的にあてはめら

れていることが、「文字があと」を何よりも雄弁に物語っている。なぜなら、文字を

考案するときには誰もがまず考える、使用頻度の高い文字に点の少ない点字を、とい

う考え方が無視されているからである。とりわけ、６点の拡がりを指先でしっかりと

捉えるのにこれ以上のものはない「 」の七つの点字配列を、教会音楽むまへめみほも

の基本である全音符（完全なる長さの音符）としたことは、後に教会のオルガニスト

という栄誉も得たブライユの「楽譜を表したい」という思いが強く伝わってくる。

さて、ブライユの考案した点字楽譜はヨーロッパ各国に拡がっていったが、細部に

ついては各国で異なる表現が出てきたため、それらを統一しようと会議が持たれた。

国際的な点字楽譜の会議で重要なのは次の二つで、いずれもパリで開催されている。

◇1888年 国際音楽委員会 コロン（フランス）…欧州各国代表４カ国参加

◇1929年 音楽記号国際会議 パリ（フランス）…欧米各国代表５カ国参加

1 ピエール・アンリ著『点字発明者の生涯』による。*
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点字楽譜の国際会議は、現在は世界盲人連合（ ）の中に位置づけられているWBU
が、上記の経緯のように最初はヨーロッパの各国で会議が持たれ、そこにいわゆる

“点字戦争”を乗り越えたアメリカが加わった。

戦後のパリ会議とその後の日本の点字楽譜表記

日本においては、1890年の日本点字の制定当時から点字楽譜についても導入されて

使用されており、1911(明治45)年には文部省から点字楽譜の解説書が発行されるな

ど、世界的にも早い時期に定着して、邦楽にも適用されてきた。

日本が初めて視覚障害者関係の国際舞台に登場したのは、戦争の痛手から立ち直り

つつあった1954年にパリで開催された世界盲人福祉協議会(世盲協)の第１回大会であ

った。この世盲協のパリ会議と同時に世界点字楽譜統一会議も開催されたのは、海外

渡航の制限されている中では幸運であったといえる。参加したのは、後に世盲協の副

会長にも就任する岩橋英行氏(1925～1984)と通訳も兼ねていた同夫人明子氏、日本点

字研究会会長で後に日本盲人会連合の２代目会長となる鳥居篤治郎氏(1894～1970)、

そして日盲連音楽部会をはじめ、京都府立盲学校の理療科教諭でテノール歌手として

も知られていた林薫夫(繁男)氏(1919～2005)であった。

◇1954年 世界点字楽譜統一会議 パリ（フランス）…欧米日各国代表24カ国参加

この会議の特徴は、第二次世界大戦後の世界の文化の広がりを象徴して、東洋をは

じめとする世界各国の音楽の点字表記についても話し合われ、邦楽については墨字表

記は異なってもその点字楽譜は西洋音楽と同様の方法によって記載していることが初

めて認知された会議でもあった。この会議のあと、イギリスのＨ．Ｖ．スパンナー氏

は1956年に「 」を著し、イReviced International Manual of Braille Music Notation
ギリスの王立盲人協会( )に事務局がおかれていた世界盲人福祉協議会から発行RNIB
された。実はスパンナー氏は、会議で話し合われた内容を彼の合理的な推測も含めて

記載したために、その後の欧米各国の盲音楽家たちはこの本に記載された「会議の結

果」を認めていたわけではなかった。しかし、日本は点字楽譜の会議に初めて参加し

たこともあって、そのような動向まではつかむことができなかった。そのため、盲学

校教育をはじめとして一部に“早とちり的な誤解”に基づく表記が定着してしまうこ

とになった。

この会議に参加した林氏は、日本の視覚障害者音楽家のために、スパンナー氏の本

を基にした点字楽譜の解説書の発行に没頭し、自らも点字製版に関わりながら、1963
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(昭和38)年に鳥居篤治郎訳・林繁男編で京都点字社 から点字版の『世界点字楽譜＊２

解説』全５巻が出版された。墨字版については、資金的なこと及び点字パターンと五

線譜の両方の墨字印刷方法が実現できる印刷会社がなかなか見つからなかったことで

さらに遅れ、1972(昭和47)年にようやく墨字版の『世界点字楽譜解説』 が財団法＊３

人日本文化財団から出版された。

なお、林繁男氏は2005年末に86歳で永眠された。日盲連音楽部では昭和37年創刊か

ら51年廃刊までの編集を一手に引き受けておられた「点字音楽の友」の編集長とし

て、そして本業理療科教員の傍ら研鑽をつまれていたベルカント唱法のテノール歌手

として、数多くの業績を遺された氏のご冥福を心より祈りたい。

さて、林氏のご家族をはじめ何人もの方々の協力で発行されたこの本は、1954年の

パリ会議の内容を踏まえていると考えられたこと、しかも国際的な活動を積極的に始

めていて日本への影響が大きかった世界盲人福祉協議会発行の原本からの翻訳であっ

たことから、日本では国際的に統一された点字楽譜表記に基づくものとして受け止め

られ、盲学校の楽譜教育など日本の点字楽譜表記に大きな影響を与えた。

その内容に、新しい音部記号や和音について「新たに紹介された音符法」などが高

く評価されていたので、林氏はこれらが数年のうちには世界的にも定着するものと考

えて翻訳をし記載した。このことは、各国の状況を掴むことが容易ではなかった当時

はやむをえなかったと言えよう。点字楽譜専門の唯一の点字出版所を興された平井点

字社の平井正氏も、点字印刷用の亜鉛板の原版は何十年も用いなければならないため

に、和音表記においては提案されていた音符法Ⅱまで進むと考えていたのは、当時と

しては当然の判断と考えられていた。

むしろ問題は、その後何十年にもわたって情報がほとんど入って来なかったことで

ある。なぜ世界では音程法ばかりなのかと疑問を持った日本の音楽家や関係者もいた

が、ヨーロッパ各国においては長い歴史の中で従来の楽譜の集積が大きいからであろ

うと思われていた。そして、日本に正式な情報が入るには残念ながら40年近くも経る

ことになってしまったのである。

2 京都点字社は京都ライトハウスが継承し現在は情報製作センターとなってい*
る。

3 絶版。ただし、当時の全点字図書館、全盲学校に寄贈されている。*
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1992年にスイス・サーネンの国際点字楽譜会議

1954年の後も、欧米を中心とした小会議は何度か開催されていたが、日本には関係

のないまま経過して、やっと点字楽譜の国際的な会議がスイス中部の小さな町サーネ

ンで開催されるという情報が、国際標準化機構 の関係者からもたらされた。私ISO
は の点字コード等作業委員会の専門委員としても名を連ねていたので、日本点ISO
字委員会から日本代表として、38年ぶりで参加することになった。

◇1992年 国際点字楽譜会議 サーネン（スイス）…欧米日豪各国代表15カ国参加

（計35人。日本：日本点字委員会点字楽譜担当加藤俊和）

この1992年の点字楽譜の会議の目的は、1954年以降にヨーロッパを中心に積み重ね

られてきた集約案を踏まえての、「これから製作される点字楽譜について、国際的に

共通化する規則を確認する」ことにあった。ヨーロッパ各国でも国によって異なる部

分があって統一が求められていたし、インターネットや電子媒体の発達で国際的にも

共通化していく機運が高まっていたこともその背景にあった。

会議は、基本的な音符まで含めて200種類以上の多くの点字楽譜記号を確認する作

業が２週間にわたって行われた。これらの基本となっていたのは、なんと1929年の音

楽記号国際会議の結果であった。長らく日本の点字楽譜の基本とされてきた“1954年

会議の結果”も“1956年のスパンナー氏の本”も、欧米では認められていたわけでは

なかったのである。なお会議では、各国でこれまでに使用してきている点字楽譜記号

まで含むと合意が得られないため、「今後、国際的に共通利用する点字楽譜」に限定

しての合意であったことは留意しておく必要がある。

2004年のチューリッヒでの国際点字楽譜会議

WBUさて、一昨年の９月23～25日の三日間、スイスの中央点字図書館で、再び

(世界盲人連合)の国際点字楽譜記号会議が開催された。前回の1992年の会議以降、欧

米の委員を中心とした小委員会が数回開催されているが、本委員会は12年ぶりであ

る。日本からは、日本点字委員会の委員で点字楽譜を長年担当していた私が再び代表

として参加した。

◇2004年 国際点字楽譜会議 チューリッヒ（スイス）…欧北米日豪各国代表18カ

国参加（計18カ国、48人。日本代表：日本点字委員会点字楽譜担当加藤俊和）

ここでの議題は、グレゴリオ聖歌の表記、点字楽譜変換ソフトウェア、この会議の

組織化について、の三つとなっていた。でも、各国とも、点字楽譜委員をされていた



- -8

大御所的な視覚障害者の演奏家が亡くなられたり高齢や病気のために引退されて世代

交代が進んでおり、1992年のメンバー35人のうち2004年にも来られたのは私を含めて

も８人にすぎなかった。その間の経過の確認では、議題ではないが、1992年に会議で

原則が決定されたあと、議長のウーリッヒ・メイヤー・ウーマ氏（ドイツ）を中心と

して、欧米の委員による作業委員会が何度も開催されていくつかの修正を重ねたこ

と、それをアメリカのベティ・クロリック女史がまとめあげて、1996年に英語版の

「 」が発行されたことが報告さNew International Manual of Braille Music Notation
れた。その後、このマニュアルは、ドイツ語やイタリア語、スペイン語などをはじ

め、台湾も含む数カ国で翻訳出版されている。実は、この本が発行されてから、日本

語への翻訳についても、ボランティアのご援助を得てかなり進めてきてはいた。しか

し、そのままの翻訳発行だけでは、現在の盲学校教育その他、半世紀にわたってそれ

なりに定着している日本の点字楽譜表記そのものが混乱する可能性があったので、そ

のままの翻訳発行は当分見合わせることになって現在に至っている。

さて、会議の主題となっていたグレゴリオ聖歌については、ヨーロッパにおいては

教会音楽で、ネウマ譜等の古い楽譜形式が今でもよく使用されており、視覚障害者の

歌い手もそれを読めなければならない、という事情がある。会議で提案されたネウマ

譜等の楽譜記号については、細かい表現の可否の検討も必要なため時間が足りず、今

後の小委員会での検討に委ねられることとなったが、私も含めて、これらの楽譜に詳

しくはない委員が増えていたことも一因ではなかろうかと思われた。

新メンバーの関心はむしろ、点字楽譜変換ソフトウェアにあった。各国で研究され

使用も始まっている五線譜や 等のコンピュータコード、そして点字楽譜との相MIDI
互変換の実用化は相当進んでいる状況がいくつも発表された。ただ、共通してネック

となっているのは、まずは言葉による発想用語であり、さらには歌詞が含まれる歌曲

である。国ごとに異なるアクセント（文字飾り）を含む各国文字の点字共通コードは

でもなかなかまとまらないが、そのことが歌の点字楽譜にも影響している。こISO
の件については、国際標準化を望む声はあるもののそう簡単ではない分野である。な

お、日本でも変換ソフトが開発されて利用されていることのほか、西洋音楽だけでな

く、邦楽も含めた各国の民族音楽についても重要であることを強調して発言した。

最後の、この会議の組織については、 の専門委員会という位置づけではあるWBU
ものの、点字楽譜については、世盲協や などの組織よりはるか昔からの活動でWBU
もあるので、特にヨーロッパにおいては独自に動いている面が強い。そのため、なか
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なか明確な議論とはなりにくく審議未了となった。

これからの点字楽譜

日本においては、前述したように、盲学校教育では和音が音符法中心であるなど、

この「国際統一点字楽譜表記」とはやや異なって現在まできたため、そのまま導入す

ると大きな混乱を引き起こしかねない。実は各国でも、生徒の状況によって最初は音

符法で教えている部分もあることが今回分かった。個々の生徒の状況に合わせてフレ

キシブルに対応できるのであれば問題は少ない。しかしながら、日本では点字表記が

画一的にならざるを得ない面があり、音楽教育の中の点字楽譜指導については、学年

進行に合わせた点字楽譜教育におけるステップや考え方を同時に提示しておかないと

現場が対応できず、生徒が混乱してしまうことが予想される。日本点字委員会では、

このような状況を考慮して、国際統一点字楽譜記号の導入に関しての専門委員会を設

置して、教育的な配慮も含めた検討を始めることになっている。

なお、専門的な視覚障害者への個人点訳については、その新表記に対応できる方に

ついてであれば「統一表記」でもすぐに適用可能であり、既に利用されている方もお

られる。しかし、一般的な点字楽譜表記としては専門委員会の検討と結論を待って利

用することになるので、検討と新しい点字楽譜解説の発行には相当の期間が必要とな

るのではないかと思われる。
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点字ピアノ楽譜あれこれ

田中 禎一
ていいち

私が楽譜を使ってピアノを弾くようになったのは1946年（昭和21年）、小学４年生

の時だった。実は私がまだ４，５歳の頃、音感を主に教えてくれていたピアノの先生

が私に楽譜を覚えさせようと試みたが、まだ日本語の点字も知らない私には全く覚え

られなかった。ただそのときの記憶として「ファ」が四角いということだけ覚えてい

る。（８分音符の「ファ」は「 」だから四角と感じたわけだ）２年生の音楽教科書れ

るらえれりには楽譜が載っていて授業のときに音符を教えられたが、「８分音符は『

』」とは覚えてもそれが音につながらなかったし、そんなことをやっている間におろ

節を覚えて、それを「ハニホヘ」の音にして歌うことはできてしまった。そんな訳

で、点字楽譜（以下「点譜」）を実際に使う（使える）ようになったのは、４年生に

なってからであった。

当時、点字の本は教科書さえなく、墨字の教科書を読んでもらって自分で作ってい

たような状況で、戦前から出版されていたわずかのものを除いては点字本を買うなど

ということはほとんどできず、ましてや点譜にいたっては、出版されていたのは大阪

市立盲学校同窓会からのバイエルと30番チェルニーぐらいであった。そこで点譜を手

に入れるには、先輩などが持っているものを借りては写し取るほかはなかった。

その当時すでに楽譜専門の点訳者として高松の平井点字社があり、個人の希望に応

じて有料で手書きで点訳していたが、点訳料は一般の本と比べてもかなり高価で「１

行いくら」というものであったから、誰かが点訳してもらったものを貸してもらって

写し取ることが当たり前のようになっていた。しかし私も正式にピアノのレッスンを

受けるようになると借りるだけでは間に合わなくなり、自分で点訳を頼むようにもな

った。そしてピアノをやっている者同士で互いに持っている点譜を貸し合っていた。

お陰で、左手で点字を読みながら右手で写し取るいわゆる「点写」が得意になり、そ

の後楽譜ばかりでなく理療科の参考書などでも大いに役立った。

点譜をどのようにして覚えたかを考えてみると、ほとんど独習であったようだ。最

初は楽譜を貸してくれた先輩に少しずつ教えてもらったが、あとはほとんど自分で判

断していた。そんなとき学校の図書室の目録の中に『点字楽譜の書き方』という本が
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あるのを見つけてさっそく借りてみた。これは昭和９年に桜雲会から出版されたもの

で、戦前東盲（官立東京盲学校、現・筑波大学附属盲学校）で音楽を教えておられた

NIB RNIB Key to the Braille福家辰巳先生がイギリスの （現 ）から出版された“
ふ け た つ み

を訳編したもので、内容は日本語ではあったが、記号の名前など英Music Notation"
語でそのまま書いてあり略字が使ってあったりで、小学生の私にはかなり難しかっ

た。それでも何とかこの本をずっと自分の手元に置いて勉強したいと思い、桜雲会の

高橋輝雄氏に頼んで印刷してもらった。当時の粗悪なざら紙に印刷され自分で製本し
て る お

たので１年も経たないうちにボロボロになってしまったが、それでもこの本は私の点

譜の教科書として長い間役立った。

あるとき先輩から借りた楽譜の中にあったモーツァルトの有名なイ長調ソナタ（ト

ルコ行進曲が入っている曲）の楽譜で、ドイツ・ハンブルクの 社から出版されVogel
たものが、それまで見ていた平井点字社のものと書き方がかなり違うことに気づい

た。『点字楽譜の書き方』を読んでこのドイツの楽譜を読み解いていくと「なるほ

ど」と思うところがたくさんあって興味がわいてきた。そして、福家辰巳先生がその

ドイツの点譜をかなり持っておられ、退職後も学校の近くにお住まいと聞き、直接お

訪ねしていくつか拝借して、写し取った。先生はその後亡くなられ、所蔵されていた

楽譜が附属盲の図書室に寄贈されたので、私は図書室に通っては片っ端から借りて写

した。その中にはバッハの「平均律クラヴィーア曲集」全48曲（ドイツ語の解説付き

で点字全８巻）などもあった。ただドイツのものは１行が35あるいは36マスで、日本

の32マス点字器で写すには点譜の規則に従って行移しをしなければならず苦労した。

そのほか、イギリスの から出版されているピアノ楽譜やアメリカの かRNIB APH
barら出ているものなどもいくらか写したが、どれも１行が長く、特にアメリカの

方式は２行一組なので行移しが難しく「日本にも横書きのできる点字器はover bar
ないものか」と何度思ったことだろう。

さて、これらのいろいろな点譜の書き方を比べてどのように違っているのかを見て

みよう。

まず墨字楽譜（五線譜）と点譜とはその使用目的からして違うものであるというこ

と、また五線譜は視覚で分かりやすいグラフのようなものであるのに対し、点譜はす

べて記号化されたものであること、したがって一般の文章のように墨字原本になるべ

く忠実に点訳するわけにはいかないことに注目したい。五線譜はそれを見ながら演奏

するためのものであるのに対し、点譜は「暗譜」するためのテキストなのである。点
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譜はできる限り暗譜に都合がよいように書かれていなければならない。そのような観

点に立って以下の項目について比較してみたい。

１．記譜法の形式

『点字楽譜の書き方』には、ピアノやオルガンの1930年現在の記譜法として

（通し書き）および （小分け書き）の２種を記載していvertical score bar by bar
る。

とは、曲全体をいくつかの部分に区切り、その区切りごとにまず右vertical score
手パート、次にその部分の左手パートを書き、次の区切りに進む方法で、私が点譜を

覚えたころのものは、イギリスで出版されたものを除いてはほとんどこの方式であっ

た。この方式の場合は、ひと区切りごとに右手を覚え、次に左手を覚え、両手を合わ

せてその部分の演奏ができたら次へ進む。音楽を「流れ」としてとらえるには都合が

bar byよいが、時に右手と左手がうまく合わせられずに、ずれてしまうこともある。

は、1930年に定められた方式で、１小節ごとにまず左手、次に右手のパートを書bar
き、小節の区切りには前後一マスあけて「 」を書く、つまり１小節ずつ左手と右手ニ

を交互に書く方式で、イギリスのものは1930年以後この書き方に移行しており、『点

字楽譜の書き方』の中でも は「1930年以前の古い書き方」と説明されvertical score
ていた。この方式は右手と左手を合わせるには都合がよいかもしれないが、暗譜の場

合、曲を「流れ」として覚えるにはあまり能率的でないように思う。私の知る限りほ

かの国の出版物では見たことがないし、1954年の点字楽譜統一会議でこの記譜法は正

式なものとしては廃止されてしまったとのことである。

1950年代後半になって点譜の記譜法に変化が起こったようである。1954年の「世界

点字楽譜統一会議」の決定によって編集され、1963年に日本点字研究会から出版され

た点字版の『世界点字楽譜解説』（林繁男編、1972年に再版され京都ライトハウスか

bar over bar line over line section by sectionら出版）では、点譜の記譜法として 、 、

が紹介されている。

とは、右手パートと左手パートを２行一組にし、各小節の始めをそろbar over bar
えて記す方法で、アメリカの を中心に現在ピアノ楽譜の書き方の主流と言われAPH
ているが、この書き方は１行がある程度の長さを必要とし日本の32マス点字器では書

きにくいこと、小節の頭をそろえるために、右手左手どちらか短いほうのあとの部分

が空白となるためページ数が増えることなどで日本の点訳楽譜にはほとんど用いられ
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ていない。

あるいは は、 のように小節の頭をそろえずline by line line over line bar over bar
に書き、１行に書き切れなければ二マス下げて次の行に書くことができるので、日本

ではこの方式が多く用いられている。平井点字社も1957年ごろからこの方式に移行し

ている。

は、おそらく以前 と言われたものに相当するのだsection by section vertical score
ろう。長年古い方式に慣れた私などは、これは読みやすいのだが……。

最近の記譜法と、私が点譜を覚えたころの記譜法との違いは、次のような点であ

る。

(1) 昔の書き方では、右手・左手各パートは、書き始めを二マス下げ、それ以降の

行は一マス目から書いていたのに対し、最近の書き方は、書き始めが一マス目から

で、小節番号、手記号などを書き、２行以上にわたるときは二マス以上下げて書く。

(2) 曲の区切り方が、昔は曲の流れに従って８小節あるいは16小節ぐらいを単位と

し、その区切り方は点訳者に任されていたと思われるが、 では１行に入bar over bar
る範囲、 では五線譜の行などを単位としていて区切りが細かくなっline over line
た。

(3) 以前、海外の出版楽譜では各区切りごとの番号が右手パートの前に書かれてい

たが、日本のものにはそれはなかった。最近の書き方は、各区切りごとに右手パート

の前に小節番号(曲の始めから数えて何小節目に当たるか)を書くことになっている。

これは、あとで述べる省略法などに大変便利である。

２．和音の記譜法

『点字楽譜の書き方』でも『世界点字楽譜解説』でも「和音を書くにはまず基準音

を普通の音符で書き、そのあとに基準音からの隔たりを音程記号を用いて書く。基準

音は和音のうち最低音とするが、高音部(ピアノの右手)の場合は最高音とする。」こ

とが書かれている。このことは、多くの曲でメロディが最高音にあるので、それを音

符で表したほうが分かりやすいためと思われる。ところが、私が楽譜を覚えたころの

平井点字社のものは、右手も最低音を基準に書かれており、ドイツの楽譜が最高音を

基準にしていたのでとまどってしまった。大阪市盲のものなどは、バイエルは最高

音、チェルニーは最低音を基準にしていた。点譜を見て、右手の和音が下から取って

あるのか上から取ってあるのかを判断することはかなり困難で、最も参考になったの
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は指記号であった。

1954年の世界点字楽譜統一会議で、和音の記譜法として「音符法」が提唱され、そ

れが『世界点字楽譜解説』で紹介された。この方法は、従来の音程記号を用いず基準

音のあとに８分音符を１段下げた形で表す つまり和音のすべての音が音符によっ－

て書かれるという点で非常に分かりやすい利点がある。点譜の普及がまだあまり進ん

でいなかった日本では、それを取り入れて初歩の音楽教育で用いたり、平井点字社も

1961年以降、音符法を取り入れて点訳するようになった。しかし、音符法を用いるに

は既に決まっている記号との区別が必要となり、そこで「音符法１」と「音符法２」

という二つの方式が生まれた。前者は、従来の記号をそのまま用い、下がり音符との

区別を必要とする場所に を書く方法で、音楽の教科書などではこれが用いられ、＿

点訳楽譜にもある程度用いられている。「音符法２」は、従来の記号のうち音符法の

下がり音符と競合するものを使わなくなった音程記号に変更するもので、日本では平

井点字社が1980年ごろからこの方法を用いて点訳や出版を始めた。しかし、既に多く

の点譜が出版され使用されている海外では、音符法の導入には消極的でほとんど採用

されず、日本でも以前から音程法で慣れていた利用者からは不評で、結局現在では音

程法が主流になっている。特に「音符法２」は、記号の変更によって点譜の体系その

ものにも影響するとしてかなり不評である。

３．繰り返しおよび省略について

五線譜はそれを見ながら演奏することを目的としているから、大きな部分の繰り返

し（複縦線によるもの、セーニョとダル・セーニョ、ダ・カーポなど）を除いては、

繰り返される部分もそのまま書いてあったほうが便利であろうが、点譜は暗譜を目的

としているので、１度覚えたところは「前と同じ」として幾度も読まないほうが能率

的である。そこで五線譜にはない点譜独自の省略法が必要となる。そして原則は決ま

っていても点訳者によってかなり違いが出てくる。

最もよく用いられるのが、ごく短い音型の繰り返しや、１小節単位の繰り返しに用

いる 。曲の部分的省略法として、ある部分からさかのぼる小節数と、そこから繰＝

り返す小節数とを数字で表す方法（例えば４小節前から２小節同じというときに

「 」と書く）などがある。もっともこの数字による繰り返しは簡単に数える＃４＃２

ことのできる範囲に限るべきで、点訳楽譜などでは、数10小節、時には100小節以上

さかのぼって20小節以上繰り返すなどというのがあって、「よくぞ数えたものだ」と
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感心するが、読むほうもどこまでさかのぼるのか数えきれず、曲の進行などから山を

張ったりして暗譜したものだ。このような場合は、セーニョ とダル・セーニョゆあ

を点譜独自に用いるか、曲の最初からならばダ・カーポ を用いる・ゆあ よｄうわ

のがよいが、点訳者は音楽におけるかなり高い能力を要求されることになる。ドイツ

で出版された点譜では繰り返し法が非常に多く用いられ、確かにこれをマスターすれ

ば暗譜がかなり能率的にできる。あれを制作した人はどんな人なのだろうと考えてし

まう。

1954年以後になって、あらかじめ区切りごとにその曲の初めからの小節番号を書い

ておき、繰り返される部分を小節番号で表す方法が用いられるようになった。これは

確かに便利な方法で、最近ではよく用いられている。

４．各出版社の特徴

さて、以上の観点から私が今まで遭遇した点譜を比較して各出版社の特徴を挙げて

みようと思う。ところがここで気づいたのだが、私は1970年に日本ライトハウスの斡

旋でアメリカの楽譜を数冊購入して以来、既に30数年海外の出版楽譜を見ていないの

だ。したがって、このデータではかなり不十分ということになる。しかし私の経験で

は、海外の出版楽譜はかなり以前のものがそのまま出ていることが多く、例えば1970

年にまだ数10年前のものが出ていたりしたので、現在でもそのようなものが生きてい

るかもしれない。

(1) 平井点字社

1956年以前： 、右手記号 、左手記号 、各行の初めの音vertical score ぴよ ｜よ

符には必ず音列記号を付ける。右手パートの和音は最低音を基準とする。

1957年以降： と思われる方式に移行。右手パートの前に小節番号をline over line
書く。

1961年以降：「61式点字楽譜」と称し、「音符法１」を導入。右手和音の基準音は

最低音。

1980年ごろ？：「音符法２」を導入、装飾音符の記号やスタカート、アクセント、

繰り返し記号などを変更。右手の和音の基準音が最高音となる。

(2) ドイツ・ハンブルクの . . 社F W Vogel
、右手記号 、左手記号 、右手記号の前には各セvertical score ちわりわ にわりわ

クション番号を記載。繰り返しや省略に関する書き方を徹底的に使用。本文では紹介
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しなかった (同じ音符が続く場合に音列記号を省略する方法)、セーニョsubstitution
とダル・セーニョを幾組も用いる。 .etc

Royal National Institute for the Blind RNIB(3) イギリス ,

、右手 、左手 、１小節ごとに左手を先に書き、次いで右手をbar by bar ピよ ｜よ

書き、 を書いてから次の小節に移る。２小節目以降は手記号は書かず一マスあけに

るだけ。ただし、長い曲では全体をセクションに分けて、セクションごとに行を替

え、カッコ内にセクション番号を書く。セクションを五線譜の行ごとにして

などと書いているものもある。右手の和音の基準音は の場合＝に＃１＝ bar by bar
には最低音から取ることに決まっていた。

verticalなお、同じ出版所のものでかなり古いものを見たことがあり、その場合は

で、右手記号は 、左手は 、右手の和音の基準音は最高音でscore ぬわるわ ぬわれわ

あった。

American Printing House for the Blind APH(4) アメリカ ,

、２行一組で、１行目はまず小節番号、右手記号 、楽譜、２行bar over bar ぴよ

目は小節番号の下に当たる部分は空欄とし、右手記号の真下に左手記号 、その｜よ

後楽譜を書くが、左右の手に共通する発想記号、例えば ・ などがあるよえわ よねわ

ときはそれを右手パートに書き、左手はその部分を空白とする。同じ行に次の小節を

書くときは、左右の手の始まりをそろえる。右手の和音の基準音はなぜか最低音。小

節番号による省略法をよく用いる。ただし、その書き方が『世界点字楽譜解説』とい

くらか異なる。(アメリカでは1954年以前からこの方式を用いていたようにも思う｡)

(5) その他

APH vertical score barアメリカの 以外から出版されたと思われるもので のものや

のものがある。フランスの からはかなり多くover bar l' Association Valentin Haouy
の点譜が出版されているようであるが、私はわずかしか見ていない。私の見たものは

で、右手 、左手 を使用していた。vertical score ぬわるわ ぬわれわ

最後に点譜の記譜法の比較資料として、モーツァルト作曲ピアノ・ソナタ イ長調

.331の第３楽章「トルコ行進曲」全曲を３種類紹介しておく。繰り返しや省略法をK
比較していただくため全曲を紹介するが、原本が違うため同じ曲でも五線譜自体が違

うであろうことを考慮されたい。なおこの曲の点譜は、現在点字楽譜普及会「トニ

カ」から .331全曲（ 音程法)、また日本点字図書館点字製作課からK line over line
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『全音ピアノピース』の一つとして『トルコ・マーチ』（ 音符法およline over line
び音程法の両者がある)が発行されており、点字図書給付事業の対象にはならない

が、比較的低価格で求めることができる。

以上いろいろと書いてみたが、かなり偏った見方もあるだろうし、誤りもあるかと

思う。ご存じの方は訂正をお願いしたい。また、もっと新しい情報を基にこのような

記事を書いてくださる方が現れることを切望している。

（参考資料、いずれも点字版）

福家辰巳訳編『点字楽譜の書き方』(昭和９年 桜雲会)

鳥居篤治郎訳・林繁男編『世界点字楽譜解説』(1963年 日本点字研究会 1972年－

改訂 京都ライトハウス)

京都点字楽譜研究会編・林繁男監修『初級点字楽譜解説』(1989年 京都ライトハウ

ス)

松本民之助著『音楽通論』(昭和25年 日本ライトハウス)

その他点譜多数（主にコピーもの）

（平井点字社 1950年ごろ）

（１行30マス）

□□□□あににあ□とはちうあわ

□□□□あににられちらととた。

□□＃2．□ぴよ□根ねわ□・も，ううほくみほあう□るにふ・

ぴま，ううむもむあう□えにふめ，ううへくまへあ□も，ほくみ・

ぴほあも，ほみほあう□す，う（（おいる□？かぴりに？お・

ぴろくれゆ，えゆれゆ□＝□？りに？おろくれゆ，えゆ・

（くぴらいくゆ，□けき；

□□｜よ□ひ□よねわ｜お，うすわゆぎい□＝□｜おるゆ＝

｜おすわゆぎい□｜えそわい＃１ぎい□＝□｜えろ＃ぎろ｜ろ

｜けにき；

□□ぴよ□き＝（ぴるあゆｌ（からかゆ□（えにゆな（えあゆに・

ぴほ，ううみめへあｃ□・ろｂｃｈｖ・，ぴさ，（（ぴｄあゆｌ・

ぴらゆ□＃２＃１□・そｂゆ，（（おあゆにろゆ
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ぴｄｌゆな（ｄあゆｌめ，ｃｃへまむｃ□く・ｈｂｆｖ・，

・ｗ，（おあゆｌ（ｊゆ□（ｄｌゆな（ｄあゆｌめ，ｃｃへまむあ

ｃく・しｂゆ，も，ｃｃほくみほあｃ□ｄｌふま，ｃｃむもむあｃ

ぴｆｌｘめ，ｃｃへくまへあ□ようわも，ほくみほあ＝

よｆわ、す，ｃよｐわ（（おあｊ□ｄｊおくｈｂ□おｆあｇ，（ら

ぴすあｃｃ！ｊわｂｓｔｌｃ□こき；

□□｜よ□き＝ひ□｜ｄ・る｜ｆ・ｆ□｜しｌｖ□＃２＃２

ぎお｜お｜ｄ・ｄ□｜けｌｖ□＃２＃２□｜お，ｃすわゆぎｂ□＝

｜おｄゆ＝□｜れこわく＃ぎｂ□ｆおをらｇ＃□るｆ＃５７＃

｜け，＃ぎｂけくゆぎｂ□ぎこ「き；

□□くくく□ぴよ□き＝よｆわ（・お「（ｊ「□す「な（（お「・

・ｊ「□ｄ「なｊ「，お「（ｈ「な□ｇ「なｈ「なお「ｊ「

・ｈ「なｆ「お「ｊ「□す「なお「ｊ」□ｄ「なｊ「お「ｈ「な

・ｇ「なｊ」ｈ「なｆ「□こ「き；

□□｜よ□き＝ｖ□？ぎお？ｄに？ｆよｆ’おあおｌおｂおあ□＝

？ぎら？ｇｌ？お、らあらあ？くぎら？ｇ？おく｜らあらあ

？ぎｆ？ｈｌ？ｊ｜ｆあｆｌｆｂｆあ□？ぎお？ｄ？ｆおあおｌ・

｜おｂおあ□＝□？ぎら？ｇ？お｜らあらあ？ぎｆ？ｈ？ｊ・

｜ｆあｆあ□ぎこ，き；

□□ぴよ□き＝よねわ、ｙｌｚｙも□ほあｊ，おｌｈめあお，・

ぴｈｌｇ□くへあｇｈｆあｙｂくらｆｄｂ□め，くｆあｇｂｈ・

ぴほ，ｈｂおあｊ□ｙｌくｊｂｄおｙらｄかｊ□ほあｊ，おｌｈ・

ぴめあお，ｈｇ□かへあｇｈｆあｙｂくらｆｄ

くぴｚｌｆｇらくもあｄらろ□すｂき；

□□｜よ□き＝ｖ□よｐわ｜ｇなこわゆぎｂ□ｈ，ｗわやぎｂ

｜ｇこわゆぎｂ□くｆしわ＃ぎｂ□ｇ，こわゆぎｂ□ｈな・

・すわｌゆあぎｂ□｜ｈく・さわゆぎい□すｌゆあき；

□□ぴよ□き＝＃ｆわぴへなｃｃかｚｙかも□ほｊｄ５１へｇｈを

ほ，ｈｇｃｆへなｃｃ５ｄ０□ほ０４５１へ７８９１

くぴ９２３（０へなｚｙも□ほ１０４５１へ７８９

ぴほ，８７６へな５４０□ｙｌ６・９４，もｌ５な・ｈ２０・
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・こよｐわ、ｙｌｚｙも□ほ１０，９ｌ８め１９，８ｌ７

くぴへ１７８６ｙ２く５く６，４２□め，く６１７８ほ，８２・

ぴ９１０２□ｙｌく０２４０ｙ０４く９３□、ｚ，４５４＝

、ｚ４０９１み２９０８□ほｌ０４ぴ７２くへ７８６□せき；

□□｜よ□き＝□よ６わ｜９なすわゆぎ２□０，５ゆ｜８な・

・５や□｜９，すわゆぎ２□｜６しわをぎ２□＃４＃２

｜９１７２５，６□ぎ９｜９ｖ□よ６わ７なこわゆぎ２

｜８，ｗわやぎ２□７こわゆぎ２□｜４８＃か８２＃７を

ぎ０｜せわ２＃１ぎ２□ぎ０く｜しわゆぎ２□４７ｌゆ１４８ゆ

｜せｌゆ１き；

□□ぴよ□＃３５＃９□かかか□＃７０＃２６□くくく

□□｜よ□＃３５＃９□かかか□＃７０＃２６□くくく

□□くくく□ぴよ□き＝よ６わ・こぴほ・もぴも□ぴｙ、ｙなｘ・

・ほぴほ・もぴも□ぴｙ、４な・０ぴ０・ほぴ９・８ぴ８な

・めぴ７な・８ぴ８な・ほぴ９・０ぴ０□・みぴ８な・６ぴ６・

・ほぴ９・０ぴ０□＃４＃２□・めぴ７，０ぴ０な・みぴ８な・

・ｆぴ６□＃，・こ「き；□＃；・こす・，ｖ、８わｙきな

□□｜よ□き＝ｖ□？ぎ９？４ｌ？６よ６わ９１９ｌ９２９１□＝

？ぎ５？７？９｜５１５１？くぎ５？７？９く｜５１５１

？ぎ６？８？０｜６１６ｌ６２６１□＃４＃２□？ぎ５？７？９・

｜５１５１？ぎ６？８？０｜６１６１□＃，ぎこ，き；

＃；？ぎ９？４？６９１９ｌ９２９１きな

□□３た４１。

□□くくく□ぴよ□よなぴｎゆ），「な□＝□、ｚ，３ｙ（も・

（、ｙ＝□ぴｑゆ）な□？、５なぴ６＃）？、５ぴ６＃）＝

ぴｐゆ・，ｗわｌ３、６□＃６＃４□？、５なぴｐ＃）

？、４な，ぴ６ゆを？、４ぴ６ゆを＝□ぴこ？６？９よｐわ・

、４’，ｙな□？ぴ６？９ｎ，□？ぴ６？９ｎ，３ｌ

、ｚ，３ｙ（も（ｙ＝□た□？５ｌ４２？５４？５４？５，４ｌ

□□｜よ□？ぎ９？４？６９１９ｌ９２９１□＝□＝

？ぎ５？７？９｜５１５ｌ５２５１□＃４＃１□？ぎ６？８？０・
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｜６６６６□＃６＃６□｜ほな・６４６＝□＝□＝□＝

｜ほ・７５７＝□｜ほ・６４６＝□｜へ・６｜０・６＝

□□ぴよ□＃１３＃６□・こ’ゆを「４「な□こ’「ぴ６「

・こ’「４「な□（（９「４「な９「ぴ６「□（・こ「こゆを「

・こゆを「ｖきな

□□｜よ□＃１３＃６□？ぎ９？４？６９９９９□＝□＝

？ぎ９？４？６９９＝□（ぎここゆを「□こゆを「ｖきな

（ 1940年以前）Vogel Hamburg,

（１行35マスの原本から転写）

□□□□□□□□あｌｌ５７ｒ５ｔｔた。□＃２。

□□＃１□ｒ’８’ゆあよｐ・？・０９くみほ□４ｘ・？５４もｙ

６ｘ・？７６くｚへ□・？０９くみほ＝□す３９（４□？ぴ８？９・

（（０９くゆ８ゆ９ゆ□＝□？８？９０９くゆ８ゆ（７くゆ□けき；・

□□ｌ’８’ゆ１ｖ□｜９３４ゆ４ゆ＝□＝□９４ゆ＝□＃２＃１

｜６０＃０＃＝□＝□６０＃ぎ０｜０□けき；・

□□＃２□ち’８’き＝（ぴ６ゆ（７ゆ□（８ゆ＝・？９８めへ

さ（６ゆ（７ゆきよ・０３８ｖ□＃２＃１□さゆゆ（４（５

（６ゆ＝・？７６ｚｙ□ｗ（４ゆ（５ゆきよく８３６ｖ□＃２＃１

ｗくゆ・？０９くみほ□＃１６よ３＃３□よえ、す３よｐぴ９（０

（（４０９く８□９６７（５□す！０’のｔ□こき；か・

□□に’８’き＝ｖ□｜４・４｜６・６□｜しｖ□＃２□ぎ９｜９・

｜４・４□｜けｖ□＃２□＃１６＃３□｜７９く＃９＃＝□４９を・

５７＃□４６＃５７＃□６＃＝６くゆ＝□ぎこ「き；か・

□□＃３□くくく□ｒ’８’ゆ２き＝よ６（ぴ９「「（０□す（（９０

４０９（８□７８９０□８６９０□＃４＃２□７０８６□こ「き；か・

き＝よｐ、ｙ５４０□ゆ３ぴほ０９８め９８７□くへ７８６ｙく５６４

めく６７８ほ８９０か□ｙく０＝ｙ５４か０□ほ０９８め９８７

へ７８６ｙく５６４□くｚ６７５くも４５０□すき；・

□□ｌ’８’き＝ゆ２ｖ□？ぎ９？４？６の２□＝□？ぎ５？７？９・

｜５５？くぎ５？７？９｜５５□？ぎ６？８？０｜ｐ２□＃４＃２
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？ぎ５？７？９｜５５？ぎ６？８？０｜６６□ぎこき；かき＝ｖ

ゆ３｜７９ゆ９ゆ＝□８０や０や＝□＃２＃１か□く６８＃８＃＝

＃２＃１□８・４ゆ４ゆ＝□｜８く・５ゆ５ゆ＝□すゆき；・

□□＃４□ｒ’８’き＝よ６ぴ＆５４０□ほ０４５＆７８９

ほ８７６＆５４０□＃２＃１□く９（０＆５４０□＃４＃２

ｙ６・９４も５・８０□こよｐ、ｙ５４０□・ゆ３□ｙくも＝・

ｙ０４く９□、ｚｙ＝＝＝□ｚ４０９み９０８□ほ０４ぴ７く＆７８６

せき；・

□□ｌ’８’き＝ｖ□｜９４ゆ４ゆ＝□ｊ５や｜８・５や□＃２＃１

｜６８を８を＝□＃４＃２□｜９７５６□ぎ９｜９ｖ□・ゆ３

｜４８＃か８＃７を□ぎ０｜７＃７＃＝□ぎ０く｜８ゆ８ゆ＝

｜４７ゆ４８ゆ□せゆき；・

□□＃５□ｒ’８’・ゆ２□・ゆ１□くくく□き＝よ６・くｌ９の０ｔ

ｎｙｘ９ｓ０ｔ□ｎｙ０ｔ９ｓ８ｒ□７ｑ８ｒ９ｓ０ｔ□８ｒ６ｐ・

９ｓ０ｔ□＃４＃２□７ｑ０ｔ８ｒ６ｐ□＃，ぴこ「き；・

＃；ぴこ４’ｙきよ・こす

□□ｌ’８’・ゆ２□・ゆ１□・ゆ２□＃；？ぎ９？４？６ｓ２

□□＃６□ｒ’８’よ＝３た４１＝□くくく□よ６よな、ｎきよ

ぴこ＃）ｖ□＝□ｚ３ｙ（も（ｙ＝□た＃）□？５４ゆ）＝＝＝

ｗ’３、６きよｒゆ□＃６＃４□？５ｎゆ）□？４０ゆを＝＝＝

こよｐ？ぴ６？９４’ｙ□？ぴ６？９ｎ□＝□＃７＃１□た

？５４＝＝＝□ｗ’３、６□＃１３＃６□こ’＃）「「４□こ’、６

ぴこ’４□（（９４９、６□（ぴここ＃）□こ＃）「ｖきな

□□ｌ’８’ゆ４□？ぎ９？４？６ｓ２□＝□＝□？ぎ５？７？９・

｜た２□＃２＃１□？６？８？０｜ｐ２□＃６□｜くｌ９ｐｎｐ＝

＝＃３□９ｑたｑ＝□＃２＃１□６ｐ０ｐ＝□・ゆ４＃９

？ぎ９？４？６９９＝□（ぎここゆを「□こゆを「ｖきな
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（APH）

（１行40マスで右手と左手が２行一組。ページ替えも一組を単位として行う。右手の行

でページ替えし、次のページに左手を書いてはいけない。）

□□□□□□□□□□□□□ぱぱｓたｎあｔあ□ぱぱｘｖ９□□□□□□□□□□＃１

□□□□□□□□□□□□□ぱｗ。□ぱあ。□ぱｍたｚよｔ。

□□□□□□□□□□□□□□□□ぱｒたｎｄた。

□□ぱあｌｌ５ｇｒ５ｔｔた。□＃２。□す＝＃１２６□＝ぱｐ。□ぱｔ。＝

＃１ぴよ□よｐ’、２・も，ほくみほ１□ぴ４ｌぎ；ふ、２ｚ，ｙｌも１ｙ２

□□｜よ□□□□ｖ□□□□□□□□□□｜９な３（４ゆ（４ゆ（４ゆ

＃２ぴよぴ６，ぎ；ｘ、２め，＆くｚ＆１□ぴも，ほくみほ＝

□□｜よ□＝□□□□□□□□□□□□□□（｜９（４ゆ＝

＃４ぴよぴ（、すぎ；（（９２４，□？かぴｒ３？ｓ３ぴ（０く７２ゆ，６ゆ７ゆ

□□｜よ「＃１□□□□□□□□□□（（ぴ（｜６０＃０＃０＃

＃６ぴよ？ぴｒｌ３？ｓ３ぴ（０く７２ゆ，６ゆ７ゆ

□□｜よ□＝

＃７ぴよ？ぴｒｌ３？ｓ３ぴ（０く７ゆ，６ゆ（く５２ゆ，□ぴけき；きな

□□｜よぴ（｜６０＃ぎ０（｜０□□□□□□□□□□□□□｜けき；きな

＃９ぴよき＝よｍｐ’（ぴ４１ゆｌ（か５かゆ□（ぴ６１ゆｌ（６ゆ、２ほ，みめ＆ぎ；

□□｜よき＝ｖ□□□□□□□□□□□□□□□（（｜４・４｜６（・６

（ページ替え）

□□□□□□□□□□□□□ぱぱｓたｎあｔあ□ぱぱｘｖ９□□□□□□□□□□＃２

＃１０ぴよ・０２３８ｖきよぴ（ぴさ，（４ゆ（５ゆ□「＃９

□□□｜よき３ぴ（｜しｖか３□□□□□□□□□□□「＃９

＃１２ぴよぴ（・ｗ２ゆ，ゆ（（９１ｌ０□ぴ４１ｌ（４ゆ、２め，＆ｚｙぎ；

□□□｜よき３ぴ（｜しｖか３□□□□□□（（ぎ９｜９｜４（・４

＃１４ぴよく・８２３６ｖきよぴ（・ｗ，（９ゆ（０ゆ□「＃１３

□□□｜よき３ぴ（｜けｖか３□□□□□□□□□□□□「＃１１

＃１６ぴよぴ（く・し２ゆ，よｐ’、２もほみほ□＃１＃２□よ３’「＃３

□□□｜よき３ぴ（｜けｖか３□□□□□□□□□＃１＃２□□□□「＃３

＃２０ぴよ□よ６ｚ’、すぎ；よｐ’（（９２０□ぴ（、４０９１くｈ２

□□□｜よ□き３｜７３（（９く＃９＃か３９＃□｜６９をか５７＃
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＃２２ぴよぴ９６７，（５２□｜（ぴす、２！０’２ｓｔ□□□□｜（・こぎ；き；きな

□□□｜よ｜４６＃５７＃□□｜６，＃１６＃６，くゆ２（６ゆ□｜（ぎこ「き；きな

□□くくく＃２．□＝ぱｓ。□ぱｔ。＝

＃２５ぴよき＝よ６’（・９「（０「□よｐ５ｓ１ｎｔ５’よｔ５ｎ’ぴ（ぴす「「・

□□□｜よき＝ｖ□□□□□□□□□□き３？ぎｓ３？ｎ３？ｐ３（（ぴ（９・

（ページ替え）

□□□□□□□□□□□□□ぱぱｓたｎあｔあ□ぱぱｘｖ９□□□□□□□□□□＃３

＃２６ぴよ（（９０□□□□□□ぴ（ぴ４０９８□・７８９（０

□□□｜よ□９ｌ９２か３９１□＝□□□□□□□き３？ぎたな３？ｑｌ３？ｓ３・

ぱぱぱぴよ

□□□｜よぴ（｜５１５１か３き３？くぎたな３？ｑ，３？ｓ３ぴ（く｜５１５１か３

＃２８ぴよ・８１，３（６（９（０

□□□｜よき３？ぎｐな３？ｒｌ３？ｔ３ぴ（｜６１６２６１か３６２

＃２９ぴよ□よｔ５ｎ’ぴ（ぴす（（９０□□□□□□□ぴ（ぴ４０９８

□□□｜よき３？ぎｓ３？ｎ３？ｐ３ぴ（９９９か３９□＝

＃３１ぴよ・７０８（６

□□□｜よき３？ぎた３？ｑ３？ｓ３ぴ（｜５５か３き３？ぎｐ３？ｒ３？ｔ３・

＃３２ぴよ□□□□□□□□□よｔ５ｎ’・こ「き；きな

□□□｜よぴ（｜６（６か３□よｔ５ｎ’ぎこき；きな

ぱぱぱぴよき＝よｐ’よｌ５７７９５ｒた’、２、ｙｌｚｙも

□□□｜よき＝ｖ

（ページ替え）

□□□□□□□□□□□□□ぱぱｓたｎあｔあ□ぱぱｘｖ９□□□□□□□□□□＃４

＃３３ぴよぴほ１０な９，８ｌめ９８７□くぴ＆７８６ｙ２く５６４

□□□｜よ｜７な３（９ゆ（９ゆ（９ゆ□｜８，３（０や（０や（０や

＃３５ぴよ□よ３’ぴめ，く６１７２８ｌほ８９１０□よ４’、ｙく０４０ｙ５４か０

□□□｜よ□□□□｜７３（９ゆ（９ゆ（９ゆ□□□□く｜６３（８＃（８＃（８＃

＃３７ぴよ、２ぎ；ぴほ１０な９，８ｌめ９８７□かぴ＆１７ｌ８，６１ｙ２く５６４

□□□｜よ｜７３（９ゆ（９ゆ（９ゆ□□□□□□｜８３（・４かゆ（４ゆ（４ゆ

＃３９ぴよくぴｚｌ６７５くも１４５０□□ぴすぎ；き；きな

□□□｜よ｜８３（く・５ゆ（５ゆ（５ゆ□・すゆき；きな
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＃４１ぴよき＝よ６’、２ぴ＆なかｚｙかも□・ほ０４５１＆７８９ぎ；

□□□｜よき＝ｖ□□□□□□□□□□□□□｜９３（（４ゆ４ゆ４ゆ

＃４２ぴよ、２ぴ（ぴほ，８７６ぎ；、２＆な５４０

□□□｜よ｜０５や｜８（・５や

＃４３ぴよ・ほ１０４５１＆７８９ぎ；□ぴ（くぴ９ｌ３（０，、２＆なｚｙも

□□□｜よ｜９３（４ゆ（４ゆ（４ゆ□□｜６３（８を（８を（８を

（ページ替え）

□□□□□□□□□□□□□ぱぱｓたｎあｔあ□ぱぱｘｖ９□□□□□□□□□□＃５

＃４５ぴよか・ほ０４５１＆７８９ぎ；□、２ぴ（ぴほ，８７６ぎ；、２＆，５４０

□□□｜よ｜９３（（４ゆ４ゆ４ゆ□□□｜０５や｜８・５や

＃４７ぴよぴｙｌ６・９１４，も５・８２０，□・こぎ；よｐ’よｌ５７７９５ｒた’・

□□□｜よ｜９１７２５６□□□□□□□□□□ぎ９（｜９ｖ

＃４９ぴよ、２、ｙｚｙも□＃３３＃３５□、ｙｌく０４０よ３’ｙ０４く９２

□□□｜よ□□□□□□□□＃３３＃３５□｜４３（８＃（か８＃（７を

＃５３ぴよ、２ぎ；ぴ（、ｚ，４よ４’５４ｚ４５４□、ｚ４０９み２９０８

□□□｜よぎ０３（｜７＃（７＃（７＃□□□□□□□ぎ０３（（く｜８ゆ８ゆ８ゆ

＃５５ぴよ□よｐ’ぴほ０４ぴ７２く＆７８６□ぴせぎ；き；きな

□□□｜よ□□□□｜４７ゆ４（８ゆ□□□□□｜せゆき；きな

＃５７ぴよき＝よ６’よｐ５ｓ１ｎｔ５’（・９「（０「□＃２５＃３２き；きな

□□□｜よき＝ｖ□□□□□□□□□□□□□□□□□□□＃２５＃３２き；きな

□□＃２．□＝ぱｐ。□ぱｔ。＝

＃６５ぴよき＝よｐ’、２・もほくみほ□＃１＃８き；きな

□□□｜よきｖ□□□□□□□□□□□□＃１＃８き；きな

（ページ替え）

□□□□□□□□□□□□□ぱぱｓたｎあｔあ□ぱぱｘｖ９□□□□□□□□□□＃６

＃７３ぴよき＝よｍｐ’（ぴ４ゆ（か５かゆ□＃９＃２４き；きな

□□□｜よき＝ｖ□□□□□□□□□□□□□＃９＃２４き；きな□ぱぱぱくくく＃２．

□□くくく＃２．

ぱぱぱぴよ□＝ぱｓ。□ぱｔ。＝□き＝よ６’、２・ほぴほ・もぴも

□□□｜よ□□□□□□□□□□□き＝ｖ
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＃８９ぴよぴ（ぴｙ、ｙぎ；ｘ、２・ほぴほ・もぴも□□□□ぴｙ、４・０ぴ０・

□□□｜よき３？ぎｓ３？ｎ３？ｐ３（（ぴ（９９９か３９□＝

＃９１ぴよ・ほぴ９・８ぴ８□、２ぎ；・めぴ７・８ぴ８・ほぴ９・０ぴ０

□□□｜よ□□□□□□□□□き３？ぎた３？ｑ３？ｓ３（（ぴ（｜５５か３・

＃９２ぴよ□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□・みぴ８・６、２ぎ；ぴ６・

□□□｜よき３？くぎた３？ｑ３？ｓ３ぴ（く｜５５か３□き３？ぎｐ３？ｒ３・

＃９３ぴよ・ほぴ９・０ぴ０□□□□□ぴ（ぴｙ、ｙぎ；ｘ、２・ほぴほ・もぴも

□□□｜よ？ｔ３ぴ（｜６６６か３６□「＃８９

＃９４ぴよぴ（ぴｙ、４・０ぴ０・ほぴ９・８ぴ８□、２ぎ；・めぴ７・０ぴ０・

□□□｜よ□＝□□□□□□□□□□□□□□□□□き３？ぎた３？ｑ３？ｓ３・

（ページ替え）

□□□□□□□□□□□□□ぱぱｓたｎあｔあ□ぱぱｘｖ９□□□□□□□□□□＃７

ぱぱぱぴよ・みぴ８・６ぴ６

□□□｜よ（ぴ（｜５５か３き３？ぎｐ３？ｒ３？ｔ３（ぴ（｜６（６か３

＃９６ぴよ□＃，・こ「ぎ；き；きな

□□□｜よ□＃，ぎこき；きな

＃９７ぴよ□＝ぱ３た４１．＝□＃；・こ「ぎ；（４’｜１「（、ｙ

□□□｜よ□□□□□□□□□□＃；「＃８９

＃９８ぴよ□よ６’よなぴ（ぴすゆ）」｜なｖ□＝□、ｚ，３．４．０．４＝

□□□｜よ□□□□「＃８９きよき３ｖｖか３□＝□「＃８９

＃１０１ぴよぴ（ぴｑゆ）

□□□□｜よき３？ぎた３？ｑ３？ｓ３（（ぴ（、５５５５か３

＃１０２ぴよ？、５３（ぴ６＃）＝’＝□ぴｐ１ゆ２きよぴｗ’ｌ３（、６

□□□□｜よ「＃８９きよき３ｖｖか３□「＃９２きよき３ｖｖか３

＃１０４ぴよ□＃９８＃１０１□？、５３ぴ（ぴｐ＃）

□□□□｜よ□＃９８＃１０１□「＃８９きよき３ｖｖか３

（ページ替え）

□□□□□□□□□□□□□ぱぱｓたｎあｔあ□ぱぱｘｖ９□□□□□□□□□□＃８

＃１０９ぴよ？、４３（ぴ６ゆを＝’＝□よｐ’｜（ぴこ？ｐ３？ｓ３（４’，（ｙｌ

□□□□｜よ「＃９２きよき３ｖｖか３□□□□き３、２｜ほな・６４６＝ぎ；か３
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＃１１１ぴよ？ぴｐ３？ｓ３ぴ（ｎ□□＝□、ｚ３（４（０（４＝

□□□□｜よき３｜ほ・６４６＝かう□＝□き３｜ほ・６４６か３｜ほ・６４６

＃１１４ぴよぴ（、た□□□□□□□□？、５ｌ３（４２＝’＝

□□□□｜よき３｜ほ・７５７＝かう□き３｜ほ・６４６＝かう

＃１１６ぴよぴｗ’２３（、６□□□□□□よ６’よなぴ（ぴすゆ）「｜なｖ

□□□□｜よき３｜＆・６｜８・６＝かう□き３？ぎｓ３？ｎ３？ｐ３（（ぴ（９１・

＃１１８ぴよ□□□□□□□□□□＝□、ｚ３（４（０（４＝

□□□□｜よ□９ｌ９２９１かう□＝□＝きよき３ｖｘか３ｘ

＃１２０ぴよぴ（ぴｑゆ）

□□□□｜よき３？ぎた３？ｑ３？ｓ３（（ぴ（｜５５５５か３

＃１２１ぴよ？、５３ぴ（ぴｐ＃）□□□？、４３（ぴ６ゆを＝’＝

□□□□｜よ「＃８９きよき３ｖｖか３□「＃９２きよき３ｖｖか３

（ページ替え）

□□□□□□□□□□□□□ぱぱｓたｎあｔあ□ぱぱｘｖ９□□□□□□□□□□＃９

＃１２３ぴよ・こ’ゆを「（４「「□□□・こ’（ぴ６□・こ’（（４

□□□□｜よ「＃８９きよき３ｖｖか３□＝□□□□□□＝

＃１２６ぴよ・９４９ぴ６

□□□□｜よき３？ぎｓ３？ｎ３？ｐ３ぴ（９１９２か３＝

＃１２７ぴよ（・こ「よ６６’こゆを「□・こゆを「ｖきな

□□□□｜よきう（ぎこき３こゆを「□□き３ぎこゆを「ｖか３きな

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□ぱぱほ□ぱぱ？４

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□ぱあ２２ｒ５ｖ９１ｔ９たｎｓ：□ぱｐ。□ぱｔ。，□ぱｐｒをｃ９ｐあｌ

ぱほｍ５；□ぱｓ。□ぱｔ。，□ぱｓ５３たｎｄ１ｒｙ□ぱほｍ５．
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３種の楽譜の特徴と比較

以上３種の点譜の特徴を見ながら比較してみます。

文章中に楽譜が表れるときには ぱわ を前置し、文章に戻るときには 、； を前置

します。これは本来声楽の楽譜と歌詞を区別するための記号ですが、『世界点字楽譜

解説』の書き方を参考にしました。

まず、それぞれの原本について調べてみました。平井点字社のものには何も書いて

ありませんが、おそらく日本国内で出版されたピース物を点訳したと考えられます。

ドイツの Vogelのものは扉に“edition peters nr.12”と記されています。APHの最
初のページには“Revised and fingered by Richard Epstein. By Permission.
Copyright 1918, by G. Schirmer”と書いてありました。
よく知られている曲ですが、CDなどでこの曲の構成を記憶してください。
曲は大きく４部に分かれています。

A：始めから24小節、イ短調２部に分かれ、前半８小節、後半16小節がそれぞれ繰
り返されます。五線譜の繰り返し記号が点譜では き＝ぱぱぱき； で書かれていま

す。（最初から繰り返す場合は き＝ が省略されます。）

B：８小節、イ長調。ここにも繰り返しがあります。
C：嬰ヘ短調、前半８小節、後半16小節がそれぞれ繰り返されます。
このあと B→ Aと続きます。ここで点譜独自の繰り返し法が必要となります。
B´：A が繰り返されたあとまた B になるのですが、右手だけ弾き方が違います。

左手の部分は点譜の繰り返し法を使うことができます。

D：コーダ（結び）の部分で曲を締めくくります。
なお、この曲は４分の２拍子ですが２拍目から始まり、それぞれの区切りは１拍目

で終わります。

まず平井点字社のものを見てください。

A の部分は二つに区切られています。最初の区切りの左手に すわゆぎい とありま

す。ぎい は「音符繰り返し記号」と言い、８分音符に区切って演奏するという意味

です。つまり付点４分を８分音符に区切り、同じ音を三つの８分音符として弾くので

す。和音のときなどは一つ一つ書くより簡単になりますが、この場合 るゆ＝＝ と書

いてもいい訳です。

B の部分と C の部分（二つに区切られている）は特に指摘するところはありませ
ん。
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問題は次の区切り－ B・Aが繰り返されるところです。この楽譜では
＃３５＃９□かかか□＃７０＃２６ と書かれています。B の始めまで35小節戻って
９小節弾くということですが、区切りの最初の２拍目だけの小節と終わりの１拍目だ

けの部分をそれぞれ１小節と数えています。音楽として数えれば32小節戻って８小節

弾くことなのです。これでいいのか私は疑問です。A の ＃７０＃２６ も同じです。

このような場合、この繰り返し法を使うのは適切ではないと考えられます。

次にドイツのものを見ましょう。この版は省略を徹底的に行っているのでちょっと

ややこしくなるかもしれません。

まずこの楽譜には指記号がまったくありません。作曲者のモーツァルトはおそらく

指記号など書かなかったのでしょう。後世の人が楽譜を編集するときに指記号を付け

るので、版によって指使いが違っていることはよくあります。その点「原本に忠実」

なのかもしれません。

また、この版では各区切りがほとんど１拍目で終わるので、そこに小節中断記号の

⑤の点（行移しのときに用いる記号）が書いてあります。

A の部分の手記号のあとに ゆあ と書かれています。これは「セーニョ」

（Segno）と言い、あとに出てくる ・ゆあ（ダルセーニョ Dal segno）からここへ
戻るための印です。五線譜にもこの書き方はありますが、この曲では点譜独自に使用

し、しかも１曲の中でなんと４組も用いているのです。そこで ゆいぱぱぱ・ゆい、

ゆうぱぱぱ・ゆう、ゆ４ぱぱぱ・ゆ４ などと区別しているのです。一組だけなら

ゆぱぱぱ・ゆ でよいのです。・ゆ のあとには繰り返すべき小節数を書くか、あるい

は繰り返される部分の終わりに か を書きます。それでこの方式は小節の途中でも使

うことができます。

次に、右手の最初の音符が ・？・０９くみほ となっています。・？ は装飾音符

なのですが、この記号があるときはそのあとの音符を削って拍の中に割り込むので、

実際には ・もほくみほ と弾きます。そこで最近の楽譜はたいてい16分音符四つで書

いてあり、平井点字社のものも APH のものもそうなっています。これもおそらくモ
ーツァルトはこのように装飾音符を使って書いたのでしょう。

２番目の区切りの左手に ＃２ とありますが、これは ＃２＃２ のことで、さかの

ぼる小節数と繰り返す小節数が同じ場合は数字を一つ書けばよいことになっているの

です。この区切りの終わりには両手とも ゆあ からの繰り返しの終わりを示す か が

あります。
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３番目の区切りは Bから Cの前半まで書いてあり、この始めに ゆい、Bが終わる
き； のあとに か があります。ここは小節の途中なのでマスをあけずに き；かき＝

となっているので見逃さないように……。

B の部分は右手がオクターヴで演奏され、それを８度の続け書きで省略していま
す。「続け書き」とは、音符（または和音）ごとに書かれる諸種の記号をいちいち書

かず、四つ以上続くときは最初の部分に２個、終わりの部分に１個書いて途中を省略

することで、スラーやスタッカートでよく用いられますが、音程記号にも適用されま

す。二区切り目の右手にも３度の続け書きがありました。

この部分の左手には のい と書かれたところがあります。これは のぎい のこと

で、２分音符を８分音符四つに刻んで弾くという意味です。この楽譜には指記号がな

いので２の指の記号と混同することはありません。

同じ区切りの中で C に入った次の小節の始めに ゆう があり、その３小節あとに

か があります。・ゆう は次の区切りの中にあります。

５番目の区切りの始めに ・ゆい□・ゆあ があって、B → A を繰り返すことを表
します。さらに左手にはもう１度 ・ゆい があり、左手だけはまた B と同じである
ことを示します。

その右手の部分には今では用いられなくなった substitution という音列記号の省略
法が用いられています。これは同じ長さの音符が音列を超えて長く続くときに用いる

もので、ここでは ・くに とあるので第４音列を最低として16分音符が続くことを表

し、最低音列は８分音符、一つ上の音列は２分音符、二つ上は16分音符、三つ上は４

分音符の記号を使って書き、違う種類の音符が現れたらそこで本来の音列記号と音符

を書くことで終了するというものです。この場合はオクターヴを置いて16分音符が続

くので、まともに書くと一つ一つの音符にいちいち音列記号が必要になるので、これ

を使うとかなりスペースの節約になります。

６番目の区切りコーダの部分には左手だけ最初に ゆ４ があり、少し先に

・ゆ４＃９ となっています。これは ゆ４ から９小節繰り返すことです。ここにも

音列記号省略法があり、今度は ｜くに なので最低音列が第３音列となります。

このように指記号がない上にいろいろな省略法を用いて、この曲をわずか３ページ

で書いてしまったわけです。説明のほうが楽譜より大分長くなってしまいました。

APH の楽譜は原本がかなり詳しく書かれたもので、A の部分には P.T.（基本主
題）、B の部分には S.T.（第２主題）と書き込んであります。また、左手のパート
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にはペダルに関する記号が書き入れてあります。この曲が作曲された18世紀には現在

のようなペダルを持ったピアノはなかったと思われるので、これも指記号と同じく編

集者が書き入れたものでしょう。

この版の特徴はなんと言っても bar over bar、つまり右手と左手のパートを２行一
組にして各小節の頭をそろえて書き、各行の右手パートの前に曲全体を通した小節番

号を入れて、繰り返しの表記を小節番号で表していることです。（この版についての

説明は右手左手一組を「１行」とします）

小節番号を数える際には、完全な小節（１拍目から演奏される小節）を基準にして

いるので、この曲の始めの不完全小節（２拍目から始まる）は１小節目ではなく、言

わば０小節目ということになります。８小節目は１拍目のあとに き；、２拍目の前

に き＝ がありますが、これを併せて８小節目とします。各行の始めの数字はその行

の完全な小節の番号で、その行に完全な小節がない場合には ぱぱぱ と書いてありま

す。この楽譜では、小節番号による数字は ＃１＃８（１小節目から８小節目ま

で）、１小節だけの場合は 「＃３（３小節目と同じ）と書いてあります。

楽譜を見てみましょう。

４小節目の左手 「＃１ は「１小節目と同じ」という意味、17小節目（16の行の後

半）から19小節目にかけては右手が ＃１＃２□よう’「＃３ と書いてありますが、

これは「３小節目を繰り返すところからクレッシェンドになる」という意味で、左手

も ＃１＃３ とせずに右手にそろえてあります。

C 部分のあと B が繰り返されるところは57小節目の ＃２５＃３２ ですが、その

前に不完全小節の部分だけは省略せずに書いてあります。A の繰り返しも65小節目の
＃１＃８、73小節目の ＃９＃２４ に分けてそれぞれ不完全小節の部分は書いてあり

ます。

この小節番号による繰り返しの表記は、現在数字の書き方が変わっていますが、日

本でよく行われている line over line方式でも非常によく用いられています。
なおこの版では長いスラーを ｃうぱぱぱう の続け書きでなく、カッコ形スラーの

、ｂぱぱぱぎ； を用いています。

以上３種の点譜について繰り返しの表記を中心にそれぞれの特徴を説明してみまし

たが、下手な文章に加えて点譜と文章がまぜこぜに現れるので、かなり分かりにくか

ったと思います。ご了承ください。
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（その10）点字関係文献目録

2005年以降に刊行された点字に関する単行本や小冊子、日本特殊教育学会等障害者

の教育や福祉に関する学会において発表された論文、社会福祉法人視覚障害者支援総

合センターの編集になる「視覚障害 その研究と情報 （№201～219）等に掲－ －」

載された点字関係の文献を収録しました。

単行本・小冊子等

全国視覚障害者情報提供施設協会 『初めての点訳 第２版 指導者マニュアル』

大活字 2005年３月

金子修・ちふゆ 『おぼえちゃ王（てんじ手作り絵本 』 桜雲会 2005年３月）

『 （ ） 』日本点字技能師協会 点字技能検定試験の対策 過去問題 第５回 の正答と解説

2005年４月

川村大監修 『世界の文字と言葉入門（15） 日本のローマ字と点字』 小峰書店

2005年４月

岩田美津子 『点訳絵本のつくり方 増補改訂第３版』 せせらぎ出版 2005年６月

山本優子 『見はてぬ夢を 「視覚障害者」の新時代を啓いた左近允孝之進の生涯』

燦葉出版社 2005年６月

長尾博・畑中滋美 『パソコンで仕上げる点字の本＆図形点訳 これなら教科書だっ

て点訳できる』 読書工房 2005年９月

松浦和男 『中途視覚障害者の点字触読の手引』 2005年10月

山口芳夫 『日本点字への道 少年少女のための石川倉次物語』 大活字 2006年３

月

『 （ ） 』日本点字技能師協会 点字技能検定試験の対策 過去問題 第６回 の正答と解説

2006年４月

足立勤一 『楽譜点訳の手引 全26曲点字解答付・独習ノート 基礎入門編』 全音

楽譜出版社 2006年５月

研究誌等の論文

進和枝・牟田口辰己 盲学校点字教科書における点字触読導入教材 日本特殊教育学
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会第43回大会発表論文集 2005年８月

－ －牟田口辰己 通常の学校で学ぶ盲児の点字教科書 算数科６年図形領域から

日本特殊教育学会第43回大会発表論文集 2005年８月

藤芳衛・澤崎陽彦・村田拓司 司法試験短答式試験のユニバーサル・デザイン 点－

字試験の試験時間延長率の推定とデジタル音声試験の可能性 日本特殊教育学会第

43回大会発表論文集 2005年８月

金子健・大内進・岡村原正 グラフィック出力に特化した点字プリンタの改良 第31

回感覚代行シンポジウム 2005年12月

工藤智行・石川准 自動点訳ソフトウェアへの サーバー機能の実装 電子情MSAA
報通信学会福祉工学研究会 2004年10月

Music阿部亮介・韓東星・後藤敏行・田村直良 楽譜点訳支援のための点字楽譜から

への変換システム 電子情報通信学会福祉工学研究会 2004年10月XML
岩田正・植野治・多田順治 視覚障害者向け点字キーボードの開発 電子情報通信学

会福祉工学研究会 2005年５月

宮城愛美・楠瀬敦久・西田昌史・堀内靖雄・市川熹 指点字会議システムの試作 電

子情報通信学会福祉工学研究会 2005年５月

後藤大輔・田村直良・後藤敏行・飯田浩平・倉林有 楽譜記述言語 からMusic XML
点字楽譜を生成する自動翻訳システム 電子情報通信学会福祉工学研究会 2005年

10月

加地正法・木村映善・村田健史・今岡通博 点字用 （ ）の研究 電XML Braille ML
子情報通信学会福祉工学研究会 2006年１月

相川哲弥 パソコン点訳講習会で工夫すべき点 電子情報通信学会福祉工学研究会

2006年３月

相川哲弥 日本語文字 規格への点字の追加 電子情報通信学会福祉工学研究会JIS
2006年３月

金堀利洋・鈴木昌和 数式を含んだ文書の点訳エディタ 電子情報通信学会福祉工学

研究会 2006年５月

渡辺哲也・大内進・山口俊光・金子健・下条誠・島田茂伸 ６軸力センサを用いた点

字読み時の触圧測定の試み 電子情報通信学会福祉工学研究会 2006年５月

大墳聡・佐々木信之・長谷川貞夫・原川哲美 体表点字の学習効果と誤りパターンの

分析 電子情報通信学会福祉工学研究会 2006年５月
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原田早苗 点字の理解と普及を目指しさらなる検討を ５社の小学校国語教科書に－

見る 「視覚障害」№202 2005年３月

愼英弘 教科書点訳連絡会の課題と活動への期待 「視覚障害」№203 2005年４月

「 」 「 」佐藤智紀子 名古屋盲 点字の力を養う指導 盲学校での点字指導 視覚障害－

№208 2005年９月

水谷昌史 点字図書館を育て、ハンセン病患者に寄り添って半世紀 名古屋ライト－

ハウス会長の岩山光男さん 「視覚障害」№209 2005年10月

岩上義則 創設の精神を今に伝える東京点字出版所 「視覚障害」№209 2005年10

月

竹村実 全点協運動を回顧して その熱き日々の記録 「視覚障害」№210 2005－

年11月

松浦実希 北の大地に輝くユニークな点字図書館 北海点字図書館 「視覚障害」

№215 2006年４月

岩上義則 火中の栗を拾い続けて79年 毅然として難局を切り開いた直居鉄さん

「視覚障害」 №217 2006年６月

田中徹二 「わが子に」が製作の原点 てんやく絵本の岩田美津子さん 明日社会－

福祉賞の栄誉に輝く 「視覚障害」№218 2006年７月

高橋秀治 点字サインに 規格 点字のプロたちの願い実る 「視覚障害」JIS －

№219 2006年８月
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日本点字委員会総会報告

日本点字委員会は、2005年５月28日・29日の両日、京都市中京区の京都弥生会館及

び北区の京都ライトハウスにおいて、第41回総会を開催し次の事項を協議した。出席

者は、阿佐博顧問をはじめ、木塚泰弘会長ほか委員21名、事務局員３名、会友５名、

オブザーバー等26名、計57名であった。

１．漢字や仮名で書き表された単位などの切れ続きについて

第40回総会で東北点字研究会から提案のあった標記の課題について、近畿点字研究

会での検討結果の報告。ひと続きに書き表す語例と複合名詞内部の切れ続きに準じて

書き表す語例とに分けて原則を整理し、検討課題を明らかにした。単位をどう考える

か、つなぎ符使用の可否等を含め引き続きの検討課題とした。

２．２拍の繰り返し言葉の切れ続きについて

『日本点字表記法 2001年版』の３章２節10に照らして 『点訳のてびき 第３版、

Ｑ＆Ａ』の「Ｑ61」での「２拍の繰り返し言葉」を続けて書き表す場合の整理の仕方

について、渡辺昭一委員から疑問点の提示があり、検討課題とした。

３．表記符号間の優先順位について

藤野克己委員から、小見出し符・文中注記符・詩行符を第１順位(1)句読符と同様

に扱ってはどうかとの提案があり、その方向性を了解し引き続きの検討課題とした。

４．文中注記符について

当山啓委員から、数字を含む文中注記符については、文中注記符から行移しをして

、 。もよいのではないかとの提案があり その方向性を了解し引き続きの検討課題とした

５ 「点字表記法」における文法用語について．

尾関育三氏から、分かち書きの規則を「文節」や「自立語」といった文法用語で整

理するのではなく、音声言語の「イントネーションとポーズ」の面から科学的に分析

し、漢語については「意味上の構造」を考察することによって整理できるのではない

かという問題提起があった。

６．点字楽譜国際会議の方向と提案

2004年９月にスイスのチューリッヒで開催された点字楽譜国際会議に参加した加藤



- -35

俊和委員から報告があり、1929年に初めてパリで点字楽譜についての国際会議が開催

されてからの楽譜点字表記の流れについて解説があった。併せて、点字楽譜専門委員

会（仮称）の設置が提案され、2006年度の日本点字委員会総会での発足に向けて準備

を進めることになった。

７．情報処理用点字の新たな問題

関戸直明氏から、公共機関のホームページや広報などにアルファベットと数字の組

み合せで掲載される「フィンガープリント」の点字化についての問題提起があり、検

討課題とした。

８．点字に関する歴史資料について

金子昭委員を中心に作業を進めている点字に関する歴史資料の復刻・出版に当たっ

、 、 。ては 点字表記法についての資料に絞り 点字の新聞や雑誌等は含めないこととした

９．委員等の交替・補充について

全国盲学校長会代表の学識経験委員は、坂本俊二氏（東京都立葛飾盲学校）から伊

藤和男氏 千葉県立千葉盲学校 に交替した また 木塚泰弘会長から紙谷一枝氏 埼（ ） 。 、 （

玉県点字研究会）が事務局員に推薦され承認された。大崎早苗氏は日本ライトハウス

を退職し事務局員を辞任した。

会友・岩山光男さんの逝去を悼む

1978年から1993年まで盲人社会福祉界代表委員を務めた会友の岩山光男さん

が、2006年１月16日に逝去されました。2004年６月の金沢明二さんに次いで、名

古屋地区の会友との永訣になりました。岩山さんは、あけの星声の図書館の創設

以来その発展に尽瘁し、同図書館長・名古屋盲人情報文化センター所長・名古屋

ライトハウス理事長・同会長を歴任し、地域に根付いた地道な活動を推進されま

した。岩山さんは点字には一家言のあった人で、あけの星声の図書館長のころ日

本ライトハウスと並んで早々と文末の句点を採用し、句点の後の二マスあけが大

勢を占めるようになってからも一マスあけを推奨し続けた人でした。毎年夏に実

施されている点訳指導者養成講習会の設立とその後の推進にも深く関わり続けま

した。人情味豊かな人柄で、誰にも分け隔てなくハスキーな声で語りかける豪放

で信念のある人でした。謹んでご冥福をお祈り申しあげます。
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日本点字委員会会則

第１章 総 則

第１条［名称］ この会は、日本点字委員会（以下、「本会」という）と称する。

第２条［目的］ 本会は、盲教育界・盲人社会福祉界など視覚障害者関係各界の総意

に基づき、日本における点字表記法の唯一の決定機関として、広く各界の研究成果

を積み上げ、未来への展望のもとに権威ある決定を行い、その普及・徹底を図るこ

とを目的とする。

第３条［事業］ 本会は、その目的を達成するために、次の事業を行う。

(1) 点字表記法の決定と修正

(2) 点字表記法の普及と徹底

(3) 各地域関係各界における点字研究機関の育成と指導

(4) 内外関係諸団体に対する連絡と交渉

(5) 会誌の編集と発行

(6) その他、本会の目的達成のために必要な事業

第２章 組 織

第４条［構成］ 本会は、盲教育界代表委員７名、盲人社会福祉界代表委員７名、学

識経験委員若干名の各委員に、事務局員若干名を加えて構成する。

第５条［選出］ 本会の委員及び事務局員の選出は、次のとおりとする。

(1) 盲教育界代表委員は、全日本盲学校教育研究会において推薦された者とする。

(2) 盲人社会福祉界代表委員は、日本盲人社会福祉施設協議会において推薦された

者とする。

(3) 学識経験委員は、点字研究者・国語研究者及び視覚障害関係機関に所属する者

の中から両界代表委員協議会が選出した者とする。

(4) 事務局員は、本会の趣旨に賛同する者の中から、総会の承認を得て、会長が委

嘱する。

第６条［任期］ 本会の委員及び事務局員の任期は４年とし、留任も可とする。なお、

欠員を補充した委員及び事務局員の任期は、前任者の残任期間とする。

第３章 役 員

第７条［役員］ 本会は、会長１名、副会長１ないし２名、事務局長１名の役員を置
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き、それぞれ総会において互選する。役員の任期は委員としての任期内とする。

第８条［任務］ 本会の役員の任務は、次のとおりとする。

(1) 会長は、本会を代表し、会務を総理する。

(2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、これに代わる。

(3) 事務局長は、本会の事務を処理する。

第４章 会 議

第９条［会議］ 本会の会議は、総会、両界代表委員協議会、専門委員会、地域委員

会、事務局会とする。

第10条［総会］ 総会は、本会唯一の決定機関で、会長が招集して年１回以上開かれ、

委員の３分の２以上の出席をもって成立し、その決定は、出席委員の４分の３以上

の同意をもって有効とする。

第11条［両界代表委員協議会］ 両界代表委員協議会は、盲教育界代表委員及び盲人

社会福祉界代表委員で構成し、学識経験委員の選任を行う。

第12条［専門委員会］ 本会は、数学記号・理科記号・楽譜及び外国語の表記など専

門分野の問題を審議するため、総会において担当委員を選出するとともに、若干名

の専門委員を推薦・委嘱し、専門委員会を構成することができる。

２ 専門委員会は、総会から付託された事項の審議を行い、総会に答申する。

３ 専門委員会委員の任期は、委託事項の決定及び公表をもって、委託事項が終了す

るときまでとする。

第13条［地域委員会］ 本会は、点字表記法の研究と普及を図るため、総会において

担当委員を選出し、地域活動を促進することができる。

第14条［事務局会］ 本会は、事務処理、会誌編集、その他必要な場合、事務局会を

開くことができる。

第５章 事務局及び事務

第15条［事務局］ 本会の事務局は、事務局長及び事務局員などによって構成し、次

の事務を担当する。

(1) 委員名簿及び関係先住所録の常備

(2) 諸会議の記録及び記録簿の管理

(3) 会計及び会計書類の作成・管理

(4) 会誌の編集及び発行
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(5) 諸連絡通知の事務

(6) その他関係事務

第16条［会計］ 本会の経費は、補助金・寄付金などをもって、これに充てる。

第17条［年度］ 本会の年度は、毎年４月１日から翌年３月31日までとする。

第６章 付 則

第18条［顧問と会友］ 本会に顧問と会友を置くことができる。

第19条［会則の変更］ 本会の会則は、委員の４分の３以上の同意を得て変更するこ

とができる。

第20条［細則］ 本会は、必要な場合、細則を定めることがある。

第21条［施行］ 本会の会則は、昭和41年７月24日から実施する。

（昭和53年４月２日一部変更）

（昭和57年８月30日一部変更）

（平成２年11月２日一部変更）

日本点字委員会細則

顧問と会友に関する細則

日本点字委員会会則第６章「付則」第18条［顧問と会友］並びに第20条［細則］に

基づいて、顧問と会友に関する細則を次のとおり定める。

第１条［顧問の選任］ 本会は、会長経験者を顧問に選任する。

第２条［顧問の任務］ 本会の顧問は、本会の事業並びに運営に関して、会長の相談

に応ずる。

第３条［会友の選任］ 本会は、退任した委員を、本人の同意を得て、会友に選任す

る。

第４条［会友の任務］ 本会の会友は、点字表記法の普及など、本会の事業の支援に

当たる。

第５条［施行］ 本細則は、平成２年11月２日から実施する。
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編 集 後 記

時期が少し遅くなりましたが 「日本の点字」第31号をお届けします。、

巻頭、渡辺勇喜三委員の「点字！ これ僕のもの」は、そのまとめの言葉にあると

おり、点字触読に関する科学的研究の促進を願う点字使用者からの発言です。

文章中の、日本大学心理学研究室で行われていた触読に関する研究は、進学適性検

査を点字で実施するに当たって、温度や湿度と点字の触読速度との関係を科学的に究

明しようとする試みの一端でした。渡辺委員は、その研究での触読者の一人でした。

その話を2004年12月の関東地区点字研究会でしていただいて 「日本の点字」に玉稿、

をお願いしたものです。ちなみに進学適性検査というのは、通称「進適」と呼ばれ、

大学や専門学校への進学希望者に昭和24年の春から全国一斉に実施された適性試験で

。 。 、す 私も昭和28年に受験しました 点字触読と温度・湿度との関係についての研究は

その後ほとんど動きがないまま現在に至っています。

2004年９月、チューリッヒで開催された国際点字楽譜会議に日点委の代表として参

加した加藤俊和委員には、この会議での協議事項と併せて、これまでの点字楽譜の国

際的な動向を歴史的な歩みをも踏まえて解説していただきました。

「点字ピアノ楽譜あれこれ」をお書きいただいた田中禎一さんは、都立の盲学校で

理療科教育に専心する傍ら 「音楽を大衆のものに」という信念のもとに音楽活動を、

続けているピアニストです。洋画家の父親を持つ田中さんは芸術的な素養に恵まれ、

優れた絶対音感をお持ちの方です 「この鍵、半音の４分の１狂っている」と言う田。

中さんの言葉に驚異を覚えたことがあります。田中さんは、附属盲学校中学部１年生

当時、東京ヘレン・ケラー協会主催の第１回全国盲学生音楽コンクール（昭和24年）

ピアノ部門で第１位入賞、高等部３年生の時には毎日新聞社主催の全国学生音楽コン

クールの東日本地区大会ピアノ部門で第２位入賞の実績をあげています。昭和25年11

月に行われた附属盲学校創立75周年記念音楽会の折に上演された歌劇カルメンのピア

ノ伴奏に中学部の２年生で抜擢されたのが音楽への自信になったとのことでした。

「点字ピアノ楽譜あれこれ」は、後半延々と点字楽譜が続きます。点字楽譜に不案

内の方には大変申し訳ないことですが、貴重な表記資料として掲載したことをご理解

いただきたいと思います。また、点字楽譜に関心をお持ちの方々には大いにご活用い

ただきたく期待をこめてお願いいたします。 （小林 一弘）



頒 布 図 書 案 内

注文先・日本点字図書館用具事業課
『日本点字表記法 2001年版』（墨字版） 1260円（税込）（送料は定価の５％）

『点字数学記号解説 暫定改訂版』（墨字版） 735円（税込）（ 〃 ）

『点字理科記号解説 暫定改訂版』（墨字版） 735円（税込）（ 〃 ）

『日本の点字100年の歩み』（墨字版） 525円（税込）（ 〃 ）

『試験問題の点字表記』（墨字版） 840円（税込）（ 〃 ）

（郵便振替 00150-8-44522）

注文先・日本点字図書館点字製作課（消費税はかかりません）
『日本点字表記法 2001年版』（点字版 全３巻） 6000円（送料無料）

『試験問題の点字表記』（点字版 全２巻） 4000円（送料無料）

（郵便振替 00190-9-750672

注文先・日本点字委員会事務局（消費税はかかりません）
（点 字 版） （墨 字 版）

『点字数学記号解説 暫定改訂版』 1700円（送料無料）

『点字理科記号解説 暫定改訂版』 1900円（送料無料）

『日本の点字 100年の歩み』 700円（送料無料）

「日本の点字 第９号」 300円（送料無料） 300円（送料180円）

「日本の点字 第11号」 400円（送料無料） 400円（送料180円）

「日本の点字 第12号」 400円（送料無料） 400円（送料180円）

「日本の点字 第13号」 500円（送料無料） 500円（送料180円）

「日本の点字 第16号」 500円（送料無料） 500円（送料180円）

「日本の点字 第17号」 600円（送料無料） 600円（送料180円）

「日本の点字 第18号」 500円（送料無料） 500円（送料180円）

「日本の点字 第19号」 500円（送料無料） 500円（送料180円）

「日本の点字 第20号」 500円（送料無料） 500円（送料180円）

「日本の点字 第21号」 500円（送料無料） 500円（送料180円）

「日本の点字 第22号」 600円（送料無料） 600円（送料180円）

「日本の点字 第23号」 500円（送料無料） 500円（送料180円）

「日本の点字 第24号」 600円（送料無料） 600円（送料180円）

「日本の点字 第25号」 500円（送料無料） 500円（送料180円）

「日本の点字 第27号」 500円（送料無料） 500円（送料180円）

「日本の点字 第28号」 600円（送料無料） 600円（送料180円）

「日本の点字 第29号」 600円（送料無料） 600円（送料180円）

「日本の点字 第30号」 600円（送料無料） 600円（送料180円）

墨字版の送料は冊数が多くなれば割安になりますのでお問い合わせください。

〒169-8586 東京都新宿区高田馬場１丁目23番４号 電話03(3209)0671
日本点字図書館内 （郵便振替 00100-1-42820）日本点字委員会事務局
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